













































































































































































































費目 金額（両） 積金（両） 計（両）
総寧寺預け金 1300 15002800
龍穏寺　〃 1820 1500 3320
大中寺　ク 1530 1500 3030
可睡斎焼失に付き
ﾝしつけ金 1000 1000
山法眼への
ﾝしつけ金 300 300
江戸宿所預け金 1073 1073
本山預り金 418 418
取替金 3575 3575
信濃長国寺預け金 2570 2570
合計 11016 707018086
注文政3（1820）年現在
　　第4表には「金額」と「積金」という項がある。
「金額」の項は今回新たに収入から支出を差し引いた金
11016両の使途を分配した金額である。「積金」は文化9
年の段階で関三刹と長国寺が運用するように取り決めた
額である。
　まず最初に断っておきたいのは、第2表・第3表の差
額は金i2333両であるが、ここでは11016両とされており、
金1317両ほどの誤差がある。この金額がどうなったか、
この史料ではわからないので後日を期したい。
